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学 部 ].JI 文学部 経済学部 ｜ 法学部
教 職 員 総 数 138 名 74 名 I 84 名
回答者数 （内 自 動車通勤者） 81 ( 16 ) 55 < 5 ) I 71 ( 11 l 
I 構内駐車に実効性のある規制が必要 81 (100%) 




1）原 目IJ ノオ～ニ 面 禁 J.I:. 
2）総量規制主義（文 ・経共通設問）｜ 36 
3）許可基準の厳俗化（ 。 ) I 35 
55 (100%) 
50(91%) 
70 ( 99%) 
57 ( 80%) 
31 
4) 通勤の必要性に対応 （法のみの設問） ｜ 一 I 29 
問 し一一一 j j 
5) 現行基準の弾力的運用 （ 。 ） ｜ 一 I 10 






規 2長 f/司教宅数 実施条件（一部意見） 市首 .,;・ 
1 .基本的全国人情禁止 ① 学外の駐事場健保














18 . 00-20 : 00 
20. 00-22.。
22 . 00～23 : 30 
23 . 30ー l: 30 
1 . 30-2 : 30 
2 . 30-3 : 30 
3 . 30-5 : 00 
5 . 00～ 6 : 00 
6 00-7 : 00 






19 : 00-20 : 00 




24 : 00-1 00 
l :00-2:00 
2 : 00-3 : 00 
3 : 00～ 4 : 00
4 : 00-5 : 00 
5 : 00～ 6 : 00 
6 : 00～ 7 : 00 
7 . 00～ 8 : 00 
夜間小百十
夜間l時間当り平均
子成4年10月6日 （火 ・u,7れ） 丘一」E
18・00～ 7口 （木）8 : 00 調査日
入 十樽 十位
表門 ：」ヒザl 表門 ：裏門
68 ：関門 126 ：閉門
67 125 
52 : 82 
55 : 70 









18:00-13日（火） 8 : 00 
入 十持 Ml 十品
表門 ：~ヒ門 表 r•1 : ~長門
36 ：閉門 101 : I羽門
37 70 
23 61 




13 : 15 : 
16 15 : 
3 7 
3 6 
7 : 6 : 
16 : 6 : 




8 : 00-9 . 00
9 : （〕O～10.00 
10 : 00～l . 00 
11: 00-12: 00 
12 : 00～13 : 00 
13: 00-14 : 00 
14 : 00-15: 00 
15: 00-16: 00 
16 : 00～17 : 00 





8 : 00-9 . 00 
9 : 00～10: 00 
10 : 00～1 : 00 
11 : 00～12 .。
12: 00～13.。
13.00-14:00 
14: 00-15: 00 
15 : 00～16 : 00 
16 : 00～17 : 00 





8 : 00～18 00 
入 情 十件
表門 ；」t. P'l ぷ l" 裏門
205 26 41 7 
132 42 65 24 
136 27 87 17 
109 24 78 : 32 
38 15 62 26 
82 28 89 24 
114 25 115 31 
131 26 111 36 
83 23 105 33 
80 10 156 28 





表門 ；」ヒ門 表門 j裏門
180 : 77 27 1 
141 : 35 36 18 
129 35 85 23 
93 25 89 : 17 
55 17 53 JO 
102 26 56 18 
121 42 103 28 
91 21 106 22 
88 23 102 20 
61 : 25 174 37 
1,387 1.035 
139 104 




14 : （〕0-15:00 
調 査 日 10月6日10月13口10月20日晴れ ノl、雨 日百 れ
①自 動車 750 763 672 
（正規許可単） (74) (132) (113) 
（臨時許可車） (30) (86) (80) 
（無断註車） (468) (545) (479) 
（内訳未調査） (178) (0) (0) 
①バイク等 760 843 865 
①自のう動ち放置車 5 6 7 
①のナ 京都 389 362 340 
ンノ官一
内訳 他府県 360 396 329 
②のうち 放世 95 104 89 ノ〈 イ ク
②のナ 点毎日 497 565 592 
ンノミー























mi 離 人 数
5 km未満 53人
5 km以上 6 km未満 17 
6 ’， 7 ’， 19 
7 。 8 ， 18 
8 ’， 9 ぞシ 15 
9 ペシ 10 イシ 14 
10 , 15 ペシ 32 
15 ， 20 ， 31 
20 , 25 ， 5 
」ー
25 , 30 , 5 
30 , 35 イシ
35 ウ 40 , 3 







学外非常勤講 mn 245 
大学院生 2,301 
学部学生 7,901 
留 ＇子u. 生 311 
学生等
研 fl~ .w 209 
干冴 qプ全し' 14ミ 87 
聴 議 生 142 
b 与 13,207 
2. 現在入構許可を受けている者・・……一2531'1
（内訳）
教 （ 呂 91名
骨文 職 員 120 
左の内






砂f fl事 a 2 
聴 議 生 1 















fl)冊 qプbし t果 j題 代表者所属 ・職 ・氏名 参加者所属部局
凝変縮系にお程けるエネルギーの寄積究，輸送，
換の素過 に関する総合的研 総合人間学部教授林 哲介 総合人間・人間環境・理
学生実験実習設備整備 総合人総間合学人部間学部長木下富雄
「人間 ・ヒ文行イ動ヒ」学ー成「立行基動礎・の環探境求」連関の研 文学部 教綬清水御代明 総合・東人南間 ・文・教育 ・人究：文f 文 ・アフ研
京綿入；学す：文学部考基古礎学研的究室究保管資料を公
｜淵前mるための 研 文学部 教綬小野山節 総文合・埋人文間 ・文 ・教育 ・人
育大）学の教位育置における教益教育（高度一般教 教育学部 教 J受阿国渥美 経総合済人・間・東文医南・教・薬育 ・法 －E是・人文理・. . -c . 
大学教育教授、法の開発研究 教育学部 助教授皇 紀夫 教育
公共政策 ・社会制度に関する総合的研究教 法学部 教綬佐藤幸治 法ず了休HiJの再編成
Il：紀転換期におけるポスト大企業体制の課 経済学部 教授菊池光造 総人文合人間 ・文・法・経済・匙i
地球l員1江健気学的観測笑習拠点の設送i世と験静止 理学部 教授荒木 徹 総合人間・迎 ・趨高層 ・防衛によるリアルタイムデータ伝笑 災
理学部における入試結果の追跡調食 理学部 教 J受丸山正樹 理
バイオハザード剖検方法の手技検討とマ 医学部 教授福井有公 医 ・病院ニュアル作成
関と連講座間］の相互協力による薬理学：の教育
研究の整備振興 医学部 教授 iJj;崎知生 医 ・病院
人工内耳装i位の改良による高す度難勝fの治
療とリノ、ピリテーションに｜謝 る研究 病 院 教授本庄 護主 人間環境・病院・仁
ADFの活性椴索隊害の防止効果 胸部疾J患研究所 医・胸部研・ウイ研教授人見滋樹
il；子放射光の応用妓術に関する基礎開発布iJf 原子エネルギー研究J受所 総合人間・化研・涼エネ究 教 官川 潔
ケイ酸高含有樹木の分子育種 木質科学研究所助教綬林 降久 農 ・化研 ・木研
食械成分の新規機能開発に関する研究 食組科学研究所教 J受鬼頭 誠 良 ・食研
西南日本の地殻 ・火成化活動に関手すIJる観測所
相互査間研のデータの共通 と共同 用に関す 防災研究所 教授加茂幸介 理 ・防災
る［潟究
ライフサイエンスセンター （仮柄、）の設立 ウイルス研究所所 理・医 ・C!I;・放生研 ・胸部
に関する協議 長畑中正一 研・ウイ研
非線形偏微分方程式系のカオス的性質の研 数理解析研究所助 理 ・数研
哨ノu ヨ 教授木1 重雄
1"omPt標作識各機種構白金化合物放の合成医並薬びにそ
の制癌用 の解明と射性 品とし 原子炉実験所助教授赤星光彦 医 ・薬・原チ炉
ての利用
-510一
京大広報 1993. 3. 15 
研 究 諜 題 代表者所属・暗証・氏名 参加者所属部局
チンパンジー属の総合的研究からみたホミ 霊長類研究所教綬杉山幸丸 人間環境・教育・理・アフニゼーション 研 ・霊長研
入試問題関係資料 学生部 学生部長万波通彦 学生
学生関係施設 ・設備の整備充実 学生部 学生部長万波通彦
B的別「運動方法マニュアル」の作成 体育指導センター 総合人間・体育指助教媛山下謙智
京都大学施設長期計画策定の調査研究 建築委学員会 技術顧授問工 部教 川崎 i青 工・施設部
京都大学学際領域科学研究院（仮称）創設 庶務部長宮崎治彦準備調査
京都大学医学部卒後臨床研修プログラムの 病 院 病院長山室隆夫 医・病院・胸研調査研究開発
疾J店、動物モデルを用いる総合的楽斉lj評価シ 薬学部 教 J受僑削 充 医.：築 ・胸部研ステムの維立
工学系大学院の建物施設の現状と将来に関 工学部 教授金ダ i紫 工 ・原エネ・防災する調査研究
社会人に対する高度工学教育の在り方に関 工学部 教授庁ILi 郷弘 工 ・化研 ・防災する淵査研究
21世紀の農学像に関する総合研究 農学部 教 J受久，i号 。岡lj 農・農場・演習林
芦生演習林における森林の環境安定機能に 農学部 教 J受岩坪五郎 農 ・演習林・生態学ついての総合的研究
人文・社会科学的観点における現代の環境 人間 ・環境学研究科 人間環境問題の基本的動向に関する研究 助教J霊西村健一郎
大学における国体アイソトープ廃棄物の安 放射線同位元素総合センター 理 ・放同セ全な滅容処理法の研究 教授栗原紀夫
本学における古紙回収システムの雌立 環境保全センター 工 ・環境・施設部センタ一長佐田栄三
新総合科学としての医療工学におけ在る教 生体医療工学研究センター育・研究及び国際協力 ・共同研究の りブJ センター長谷 嘉明 医 ・工 ・生医研 ・化研に関する調査研究
バイオ ・リサイ クル ・システムの比較研空室索究 生態学研究センターシロアリ・微生物複合体による空中 教授阿部琢哉 理.g是・生医砂f固定能とメタン生成を中心にー
地域研究の方法論と教綬法の縫立 東南アジア研究センター 総合人間・文・~ ・ アフ教授矢野 暢 研 ・東南
労会働環境識の変康革下にお種ける健役康に対すする社 医療技術短期大教学部授 1貧i'.t-J認と健関連戦の害ljに関る調 弘道 総合人間・教育 ・医・医短資研究
好冷微生物の低温適応機構の生化学的解明 化学研究所 教授 li:tilll健次 工 ・化研と新しい有用生体触媒の開発
学術研究奨励金
［人文 ・社会］系











初期イスラム時代アフカ‘ニスタン ・北西インド王朝史の再構成 人文科学研究所助 手稲葉 穣
霊長類の注意の機能に関する比較認知的研究 霊長類研究所助手友永雅己
［理学.［学］系
研 4ノ~ 謀 題 所属・職 ・氏名
NaN02結品における一重項励起チの緩和過程の研究 :El 学部 助手芦田昌明
ブラ yクホール天体における l/fゆらぎの発生機僻 理 学部 助手嶺重 ’慎




液体粒子を含む分散強化材における拡散緩和 工学部 助手！走中 干
光制御型光多機能テ＠パイスに関する研究 工学部 助教J受野田 進
ハイブリッド型逆問題定式化による建築構造物の性能最大化設百｜ 工学部 助手竹脇
セラ ミックスフィルター表面に形成したゼオライト膜の開発と反応・分離 工学部 講師噌田隆夫への適用
多次元 NMR法を用いたモジュール置換蛋白質の機造解析 工学 部 助手石森浩一郎
葉緑体遺伝子の光誘導転写の分チ機構 人間 ・環境学研究科手助 椎名 隆
オリゴ糖を側鎖および末端に有する新規糖鎖高分子の精密合成 化学研究所 助手箕田雅彦
不1'f記憶に基づく不斉導入の展開 化学研究所 助手川端猛夫
南海トラフにおける海底地渓観測 防災研究所 助手片尾 r告
大腸菌ゲノムデータベースの構築とその解析 ウイルス研究所助 手森 i告禎
共；形場理論に基づく A次元電子系の研究 基礎物理学研究助所教授川上則雄
［医学・生物］系
研 7 し 謀 題 所属 ・職・氏名
腸管出血性大腸菌ワクチンの開発研究 医学部 助手会図久生
NMDA受容体媒介シナプス反応の Mg2+ l~li乞 ：幼弱と成熟脳の対比 医学部 助手加藤伸郎
リンパ球の選択 （アポトーシスの誘導と抑制）のシグナル伝達機構 医学部 助手鍔岡武志
ヒト体外受精 ・Hf移償法における新しい膝移植法の開発 病 院 助手後藤康夫
トフンスジェニソクマウスによる LDL受容体の肝細胞における分子機構 病 院 助手横tH 正之の研究
プロスタノイド受容体の機造と機能の研究 薬学部 助手根岸 学
京大広報




































































































































































! 本学文学部博物館では 下記のとおり春季企岡展「紫金山古墳と石山古墳－4li:f.cO)前方後 i 
！ 門小」叫た町一職員牲は無料です町一一示のこ I 
i と）。
記 1i 期 間 4月20日（｝＜）－ 6月聞出 ! 
~ 開館時間 火曜日一土曜日 9:30ー 16: 30 ~ i （入館は閉館30分前まで，日 月 祝日は休館）
｛ 場 所 博物館企画 ・総合展示室（ lF・ 2F) 
~ 企日紫金山古墳山崎一4酬の問問一」 ｜ ！ 展示内容
~ 4世紀は，前方後円墳に代表される巨大な墳墓を築く風刊が各地に定着してきた時期です。 ~ 
i その頃の古墳には，鏡や腕輪形をした石製品などの宝器や，さまざまな形の石製の祭舵道具， i 
! よろい~ あるいは鉄製の甲や万剣などの武具・武器，農」二j魚兵のような，当時の人々が祭杷や儀式，戦 ~ 
！ いや生活の場に使った品物が死符とともに副葬されました。今回取り上げる紫金山古墳と石il ! 
~ 古境は，そうした副葬品の豊街さでは屈指の前方後円墳です。また，それらが学術的な発掘調 ~ 
！ 査で出土したという点から，占境そのものや，さらに古墳時代の政治 ・社会を考える上で貴重 ~ 
~ な資料となっています。数々の出土品のなかでも巨大な日本製の鏡や，直弧文と呼ばれる複雑 n 
~ な文様を彫り込んだ具輸，最古型式の申などは他に類例の少ない資料です。また，さまざまな i i 家形地輸は，建物の残っていない時代の建築を知る手がかりとなります。これらの資料を通じ
~ て．統一国家の形成にむけて歩みを進めながらも，呪術的な）Jにも頼り，さまざまな祭杷の重 ~ 
！ 悦されたこの時代の安を揃いてみたいと思います。 ！ 
































































2月2日 京都大学技術職員研修（第9同） ( 5日まで）
5日 イタリア共和国ヴィテルポ国立トゥシャ大学：









19日 OECD Thomas John Alexander労働社会問題
教育局長他2名来学，総長と懇談
23日評議会
京都大学後援会助成事業検討委員会
25日一26日
入学者選抜学力試験（前期日程試験）
